
人と環境に配慮 した21世紀の焼酎づくりを

目指 して

水光正仁 (農学部)

1. 研究プロジェクトの目的

ゲノムプロジェク トによるヒトの遺伝子の配列情報がほぼ明かとなった現在､そこに記

されている単なる文字情報でしかない遺伝情報を意味のある言葉 (機能)として理解する

ための研究が始められている｡ 21世紀はポス トゲノムの時代として個々のタンパク質や

遺伝子に的を絞った研究ではなく､網羅的にネ ットワークとして理解するためのマイクロ

アレイやプロテオームに関する研究が主流となりつつある｡

酵母に関しては全ゲノム配列が決定されて既に7年の月 日が経過 している｡ しかしなが

ら依然として焼酎醸造に関しては職人的な経験 と勘が大きな比重を占め､焼酎酵母に関す

る分子レベルでの系統だった研究は行われていない｡そこで本研究計画において､本格焼

酎の特性を決定している要因を焼酎酵母を分子 (遺伝子､タンパク質､中間代謝産物)レ

ベルで網羅的に解析 し､研究結果をまとめることで､こうした分子同士のつながりをネッ

トワークとして理解することを目的として研究を行った｡

さらにこれ らより得られた情報を基に焼酎の醸造過程をコントロール した り､消費者の

ニーズにあった焼酎を分子レベルでデザインしたり､廃液を処理 しやすい形に変換するこ

とで環境に配慮 した焼酎づくりを目指 して研究基盤の確立を行った｡

学内合同研究から得 られた研究結果は､地域社会と企業が利用できる形のデーターベー

スとし､またポス トゲノム研究に関する教育および地域社会-の技術提供を行 うための基

盤整備を目的とした｡

2.期待される効果

醸造過程の分子レベルでのタンパク質と中間代謝産物である味と香 りの成分のネットワ

ーク的な情報を基に､消費者のニーズにあった本格焼酎の分子レベルでのデザインと遺伝

情報としてのプログラミングを可能にするための基盤をつくり､醸造過程に反映するため

のシステムを構築できる｡産学協同の焼酎醸造ネットワークを構築することにより､学術 ･

技術の両面から宮崎焼酎のすべてがわかる情報を提供することができる｡これにより､今

後さらに多様化 すると予想 される消費者のニーズにあった新 しい焼酎の開発をサポー ト

し､また焼酎醸造がもたらす環境-の影響をコントロールすることで､宮崎地域ならでは

の特色を持った焼酎産業としての発展に寄与できるものと期待される｡ さらに､焼酎の持

つ味や香 りの不思議 さを学術的に理解することのできる情報を広く提供することで､特に

若い人たちの好奇心を刺激 しこの分野-の優秀な人材の参入を促す効果も期待される｡
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3.今後の展開

本学内合同研究として研究をスター トしたポス トゲノム研究も､現在宮崎県地域結集型

共同研究事業として発展 し､｢食の機能を生かしたがん予防基盤技術の創出｣として5年間

のプロジェク トが医学部､農学部､宮崎県の公設試および県内企業の共同研究としてスタ

ー トしている｡このプロジェク トにおいて､宮崎県工業技術センター (佐土原)内にコア

研究室が新たに設置され､マイクロアレイやプロテオームに関する基盤設備が配置される

計画である｡ これ らの導入により､やっと宮崎においてもポス トゲノム研究が満足できる

形で推進できるようになると考えられる｡ これ らの点においても､本学内合同研究でいち

早くポス トゲノムに着目し情報の発信を行ってきた成果は大きかったと考えられる｡

将来的には本学内合同研究で培った情報を総合 して焼酎の醸造過程を分子のネットワー

クとして理解するためのデーターベースやシステムを確立するためのバイオインフォマテ

ィクスの基盤を作 り､さらに大きく発展 させて産業クラスターや地域コンソーシアムの形

成の一翼を担える領域-と発展すると信 じている｡

4.研究組織

本研究計画は平成 13年度より15年度にかけて3年間の研究が行われた｡その間の参

加研究者は水光正仁 (農学部教授 ･代表)､太田-良 (農学部教授)西山和夫 (農学部助教

授)､榊原陽一 (農学部助教授)､篠原久枝 (教育文化学部助教授)､林幸男 (工学部教授)､

宮武宗利 (工学部助手)､田辺公子 (機器分析センター講師)､片山哲郎 (遺伝子実験施設

助教授)､吉田直人 (農学部助教授)であった｡

これらの研究は鹿児島大学大学院連合農学研究科に所属する大学院生､宮崎大学に所属

する大学院生および学部学生の協力の下でおこなわれた｡

さらに学外から､雲海酒造株式会社の甲斐孝憲研究開発部長､境田博至氏､中原徳昭氏

により様々な試料の提供や分析の協力をいただきました､ここにお礼申し上げます｡

最後に､本研究計画の推進にあたり有益な助言をいただきました′J､川喜八郎 (農学部名

誉教授 ･現南九州大学教授)にお礼を申し上げます｡
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